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宿属憲章
住みよい白石をつくるため

雄大な蔵王を仰ぐわたくしたち白石市民は

　自然を愛し　住みよい白石を　つくります。

文化を高め　美しい心を　そだてます。

　健康で　あたたかい家庭を　きずきます。

　仕事にはげみ　豊かな郷土を　つくります。

　きま1）を守1）　明るい社会を　きずきます。
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任
期
満
了
に
伴
う
白
石
市
長
選
挙

は
十
月
十
六
日
に
告
示
さ
れ
同
二
十

六
日
に
投
票
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

即
日
開
票
の
結
果
、
第
八
代
自
石
市

長
に
関
公
呂
至
氏
σ
⑪
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
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ネ

候
補
者
別
得
票
数

◎
関
谷
宗
一
氏
一
五
、
五
〇
二
票

○
川
井
貞
一
氏
一

※
無
効
票
数

※
投
票
総
数
　
二
七
、

二
二
二
田
示

三
二
七
票

〇
五
｝
票

　
今
回
の
市
長
選
挙
は
予
想
ど
お
り

川
井
貞
｝
氏
と
関
谷
宗
一
氏
の
二
入

の
一
騎
打
ち
と
な
り
、
終
始
両
陣
営

の
激
し
い
選
挙
戦
が
展
開
さ
れ
ま
し

た
。　

最
も
身
近
か
な
選
挙
と
あ
っ
て
市

民
の
関
心
度
も
高
ま
り
、
今
回
の
市

長
選
挙
か
ら
初
め
て
行
な
わ
れ
た
斉

川
小
体
育
館
、
福
岡
中
体
育
館
、
市
民

会
館
で
の
立
会
演
説
会
も
、
連
夜
候

補
者
の
政
治
姿
勢
、
政
策
を
聴
こ
う

と
ほ
ぽ
満
員
の
聴
衆
で
埋
り
ま
し
た
。

　
投
票
当
日
は
良
い
天
気
に
恵
ま
れ
、

～

卜

新
市
長
に

　
　
　
　
　
　
望
む

白
石
を
ま
か
せ
る
大
事
な
選
挙
と
あ
即
ば
よ
い
」
と
い
う
よ
う
な
た
だ
単
な

っ
て
投
票
率
は
九
十
一
・
二
七
容
と
、

今
ま
で
の
最
高
で
し
た
。

　
午
後
七
時
三
十
分
か
ら
市
民
会
館

大
ホ
ー
ル
で
開
票
が
行
な
わ
れ
、
詰
め

か
け
た
参
観
者
の
入
々
は
、
開
票
速
報

橋
慶
助
氏
が
当
選
い
た
し
ま
し
た
。
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｝四
　
白
石
に
は
、
こ
ろ
柿
や
し
み
豆
腐

即
な
ど
白
石
な
ら
で
は
の
産
業
が
数
多

甜舘
く
あ
る
の
で
、
そ
れ
ら
の
販
売
方
法

即
や
宣
伝
方
法
に
も
っ
と
積
極
的
に
力

卸餌
を
入
れ
て
も
ら
い
た
い
で
す
ね
。
た

㎜
し
か
に
工
場
誘
致
な
ど
は
市
が
発
展

ヨ

願
し
て
行
く
た
め
に
必
要
な
こ
と
だ
と

甜訓
思
い
ま
す
が
、
「
工
場
を
持
？
て
、
一
れ

躍”
る
工
場
誘
致
を
図
る
の
で
は
な
く
、

甜
地
場
産
業
を
軸
と
し
た
産
業
計
画
を

甜即
進
め
て
も
ら
い
た
い
。

個僧甜騨

私
た
ち
が
も
っ
と
気
軽
に
利
用
で
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今
後
、
四
年
間
市
政
を
担
当
す
る

こ
と
に
な
っ
た
関
谷
市
長
に
、
そ
の

抱
負
を
聞
い
て
み
ま
し
た
。

　
わ
た
く
し
は
、
・
十
一
月
十
四
日
に

市
民
の
み
な
さ
ま
か
ら
信
任
を
い
た

だ
き
白
石
市
長
に
就
任
し
、
市
政
を

担
当
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
わ

た
く
し
は
、
ま
こ
と
に
浅
学
菲
オ
な

る
も
の
で
す
が
、
市
民
の
ご
協
力
と

ご
支
援
を
た
ま
わ
り
、
・
へ
0
年
代
を

展
望
し
な
か
ら
市
勢
の
発
展
と
地
域

福
祉
の
向
上
に
全
力
を
傾
注
い
た
す

覚
悟
で
あ
り
ま
す
。

　
市
政
は
市
民
の
衆
知
を
集
め
、
市
農
業
崔
本
計
画
を
手
引
き
と
し
て
、

民
が
現
に
住
ん
で
い
る
「
ま
ち
」
を
担
い
手
の
育
成
と
仲
間
づ
く
り
、
農

自
．
分
の
「
ま
ち
」
と
感
じ
と
り
、
よ
業
所
得
の
安
定
と
向
上
、
農
家
生
活

り
よ
い
も
の
に
し
て
い
く
活
動
に
参

加
す
る
と
こ
ろ
に
「
住
み
よ
い
ま
ち

づ
く
り
」
の
基
が
あ
る
と
思
い
ま
す
、

の
向
上
と
農
村
環
境
の
整
備
を
は
か

　
っ
て
い
き
ま
す
二

　
商
工
業
の
振
興
発
展
に
つ
い
て
は
、

な
ん
と
い
っ
で
、
も
地
場
産
業
や
進
出

企
業
の
育
成
と
、
男
子
型
工
場
誘
致

を
積
極
的
に
取
り
上
げ
、
ま
た
商
店

街
の
．
再
開
発
を
は
か
っ
て
ま
い
り
ま

　
・
て
れ
に
は
、
地
域
内
に
就
業
の
場
す
、

〃
．
確
保
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
　
　
観
光
事
業
に
つ
い
て
は
、
新
幹
線

、
一
う
し
た
、
一
と
か
ら
、
地
域
産
業
を
時
代
に
対
応
し
、
通
年
観
光
を
目
途

見
直
し
、
そ
の
付
加
価
値
を
高
め
て
と
し
蔵
王
山
ろ
く
に
高
原
リ
ゾ
ー
ト

い
く
よ
う
な
地
域
産
業
の
振
興
か
不
の
堪
地
を
は
か
り
、
大
い
に
交
通
の

可
欠
な
条
件
で
あ
り
ま
す
。
　
　
　
　
要
を
活
か
す
べ
き
だ
と
考
え
ま
す
．

　
農
業
問
題
に
つ
い
で
、
は
、
白
石
市
　
　
以
上
述
べ
た
よ
う
な
構
想
の
も
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
、
地
域
に
雇
用
機
会
を
積
極
的
に

　　　鈴木前市長

　　　　　笑顔で退任
51年11月に第7代白石而長に就任して4年間、

「市民による而民のための而政」をモットーに市

勢の発展と住民福祉の向上を目指して市政を担当

一時病気で倒れたが「而長、早く帰って」の市民

の声に答え、持ち前の気力で見事に復職した。「こ

れからは／而民として市政に参力□して行きたい」

と退任式で今後の抱負を語っていました。

創
出
し
、
都
市
よ
り
の
へ
口
の
環
流

と
定
着
を
は
か
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
、

民
フ
ー
ル
、
郷
t
資
料
館
や
中
央
公

民
館
の
建
設
、
そ
し
て
河
川
敷
運
動

場
の
整
備
な
ど
に
配
慮
い
た
さ
ね
ば

な
り
ま
せ
ん
．
．

　
当
面
の
問
題
と
し
て
、
4
、
叩
害
対
策
、

越
河
・
斎
川
の
水
枯
れ
救
済
は
切
実

に
し
て
、
か
つ
早
期
解
決
を
必
要
と

い
た
し
ま
す
の
で
十
分
な
る
対
応
策
を

検
討
い
た
し
た
い
と
号
え
て
い
ま
す
。

ギ

　
こ
れ
か
ら
は
、
五
十
六
年
開
通
予

定
に
伴
う
新
幹
線
駅
前
土
地
区
画
整

理
事
業
、
白
石
市
都
市
計
画
の
再
点

検
、
懸
案
の
大
学
誘
致
、
国
立
青
少

年
野
外
活
動
施
設
の
誘
致
、
南
蔵
王

高
原
で
開
催
さ
れ
る
こ
七
に
決
っ
た

第
八
回
日
本
ジ
ャ
ン
ボ
リ
ー
大
会
な
臼

ど
、
ま
た
市
内
公
共
施
設
と
し
て
市

　
教
育
、
福
祉
行
政
に
つ
い
て
は
、

過
去
十
数
年
間
、
故
力
を
つ
く
し
て

ま
い
り
ま
し
た
の
で
、
、
そ
、
の
体
験
を

踏
ま
、
兀
て
青
少
年
に
は
「
夢
と
希
望
」

を
お
年
寄
り
に
は
「
生
き
甲
斐
と
安

ら
ぎ
」
を
見
い
だ
せ
る
よ
う
な
行
政

措
置
を
実
現
し
た
い
考
え
で
す
。
五

十
六
年
は
、
「
国
際
身
体
障
害
者
年
し

で
、
あ
り
ま
す
の
で
、
、
身
障
者
の
完
全

参
加
と
平
等
を
実
現
し
で
、
い
き
た
い

と
念
し
て
い
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
市
役
所

の
窓
口
は
、
常
に
「
親
切
、
清
潔
、

能
率
」
を
主
旨
と
し
て
市
民
に
奉
仕

す
る
よ
う
、
最
善
の
努
力
を
い
た
す

こ
と
を
お
約
束
い
た
し
ま
す
。

　
今
後
と
も
、
市
民
の
み
な
さ
ま
の

ご
協
力
と
ご
鞭
鞍
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

一
き
る
フ
、
ホ
ー
け
施
設
を
た
く
さ
ん
作

　

咀
っ
て
ほ
し
い
　
例
え
は
．
前
に
市
民

ヨ

昂
フ
ー
見
短
設
ゐ
話
か
あ
っ
た
か
、
今

咀
だ
に
f
、
き
イ
、
い
な
い
の
で
、
早
く
実
現

〔
『
し
1
、
も
ら
い
た
い

贋
　
ま
た
、
私
た
ち
が
毎
H
勉
強
し
て

ヨ

脚
い
る
臼
石
中
学
快
は
授
舎
も
か
な
り

〔
脚
老
朽
化
し
て
い
る
し
、
教
育
設
備
も

噌
整
っ
！
、
い
る
と
は
い
、
二
な
い
の
て
、

ぼ

8
そ
の
庁
面
の
充
実
も
図
っ
て
ほ
し
い

㎝
と
思
い
ま
す
．
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灘
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浦
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麟
議
大

・
斬
市
．
長
は
教
育
、
福
祉
活
動

・
の
、
面
で
、
か
な
り
の
キ
ャ
リ
ア
を
持
っ

犀
で
、
い
る
の
4
、
、
そ
の
方
．
面
で
は
大
い

・
に
期
侍
4
、
き
ま
す
ね
．
f
、
も
、
他
与

｝
面
て
は
や
は
り
素
入
と
い
う
感
し
が

鋼
す
る
の
で
勉
強
し
て
ほ
し
い
と
思
い

』
ま
す

、

　
白
石
は
施
設
を
見
る
と
、
各
方
面

卵
で
他
よ
り
遅
れ
て
い
る
レ
」
思
わ
れ
ま

翻
す
。
例
え
ば
、
各
施
設
を
街
の
な
か

網
恥
に
バ
ラ
バ
ラ
に
作
っ
て
い
る
。
こ
れ

甜卵
な
ど
は
、
長
期
的
展
望
に
立
っ
て
ワ

甜
ン
セ
ワ
ト
に
す
る
く
ら
い
の
気
持
で

鼎即
ま
ち
作
り
を
進
め
て
も
ら
い
た
い
で

一
す
ね
．
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長
年
、
狭
い
校
庭
と
老
朽
化
の
著

し
い
校
舎
で
悩
ん
で
い
た
市
立
大
鷹

沢
小
学
校
〔
永
井
忠
雄
校
長
、
生
徒

数
一
八
五
名
）
の
新
校
舎
が
、
今
年

四
月
に
完
成
し
ま
し
た
。

　
ガ
ラ
ス
材
を
多
く
使
っ
た
、
白
亜

色
の
新
校
舎
は
、
旧
校
舎
か
ら
約
三

百
訂
西
側
へ
移
っ
た
場
所
に
建
設
さ

れ
ま
し
た
。
．
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ニ

階
建
、
延
べ
二
千
九
十
七
・
三
五
平

方
訂
の
規
模
で
す
。
総
事
業
費
は
四

億
六
百
三
十
八
万
円
。
内
部
は
六
つ

の
普
通
教
室
の
ほ
か
に
、
音
楽
室
、

放
送
室
、
図
書
室
、
資
料
室
な
ど
の

特
別
教
室
、
こ
れ
に
一
年
生
か
ら
六

年
生
ま
で
一
緒
に
給
食
が
で
き
、
縦

の
つ
な
が
り
を
深
め
る
よ
う
に
と
、

白
石
と
し
て
は
初
め
て
学
校
食
堂
（
百

五
十
一
平
方
肩
）
　
が
設
け
ら
れ
る

な
ど
近
代
的
設
備
が
整
っ
た
も
の
で

す
。　

現
在
、
校
舎
東
側
に
工
事
が
進
め

　55年も、そろそろ終

わりを告げようとして

います。産業の振興、

都市整備、教育文化と

各万面にわたってすず

められてきた市政も、

新幹線駅前士地区画整

理事業、福岡小学校プ

ールの改築．大鷹沢小

学校新校舎完成と体育

館建設にカガるなど、

着ワとその成果をあげ

ています。そこて　こ

の一年のおもなできこ

とを、いくつ力拾って

みました。

ら
れ
て
い
る
体
育
館
（
六
百
三
十
九
、

二
〇
平
方
訂
）
は
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
バ
ト
ミ
ン
ト

ン
と
各
種
競
技
が
で
き
る
よ
う
に
な

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
五
十
六
年
度

轟

バ
「
表　Y識馳岬，娘

、曝

に
は
、
二
十
五
駐
が
五
コ
ー
ス
取
れ

る
プ
ー
ル
（
二
百
五
十
平
方
后
）
と

低
学
年
用
の
サ
ブ
プ
ー
ル
（
六
十
平

方
“
）
の
建
設
も
予
定
さ
れ
て
お
り

ま
す
、

　
　
　
　
　
　
鑑

集

縞

新校舎と工事中の体育館

鳩

●
　
●

　
お
も
な
で
き
ご
と

（
一
月
）

・
弥
治
郎
こ
け
し
初
び
き

・
成
へ
式
。
五
百
四
十
ニ
ヘ
か
新

成
入
に

・
水
道
料
金
平
均
三
十
六
・
六
六

〇〇

値
上
げ

（
二
月
）

。
白
石
衛
生
セ
ン
タ
ー
ご
み
処
理

場
起
工
式
。
昭
和
五
十
六
年
完
成

予
定
一
．

（
四
月
）

・
地
籍
調
査
事
業
に
着
手

二
巾
内
七
番
目
ゐ
小
原
保
育
園
完

成
一
六
卜
尺
収
容
｝

・
実
鷹
沢
小
学
校
新
校
舎
完
成

（
五
月
）

　
笛
二
十
二
回
全
日
乍
二
け
し
コ

ン
ン
ー
見
を
開
催
　
十
、
厚
み
．
の
，

け
し
マ
門
，
ン
で
に
き
わ
う

　
＝
白
石
川
へ
浬
工
放
流

卜　参　 六

へく［1加総斎月

台田　缶川）
を病　 防第
収院　災二
容馬　訓区
　1巨練集
　場　『会
　が　約所
　完　死完
　成　千成
　　へ　五　か
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作況指数59．5

　
わ
が
市
の
主
要
産

業
で
あ
る
農
業
に
、

六
月
下
旬
以
降
の
異

常
低
温
、
長
雨
等
の

異
常
気
象
が
影
響
し

て
、
大
き
な
被
害
が

で
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
八
月
二

〇
日
に
市
内
に
お
け

る
水
稲
カ
キ
、
リ

ン
ゴ
な
ど
の
農
作
物

の
被
害
状
況
を
調
査

す
る
た
め
、
「
農
作
物

冷
害
対
策
本
部
」
を

設
置
し
、
対
策
に
あ

た
っ
て
き
ま
し
た
。

水
稲
で
は
、
例
年
で

す
と
十
ア
ー
ル
当
り
四
百
九
十
四
キ

ロ
ほ
ど
あ
る
収
量
も
、
今
年
は
平
均

二
百
九
十
四
キ
ロ
に
も
落
ち
込
ん
で

い
ま
す
。
二
れ
は
平
年
を
一
〇
〇
と

し
た
場
合
五
十
九
・
五
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
農
作
物
の
被
害
総
額

は
、
約
十
六
億
五
千
万
円
に
上
る
と

対
策
本
部
で
は
み
て
い
ま
す
。

　
　
廓
欝
・

、
騰
、
．
雛

　
謙
ぎ
。
。
・
賊
愚

憾
灘
、
、
繧

△
矯
轟

　
　
　
　
　
　
　
轟
、
厭

露
髭

謹
癖

想

疋
襯

軽、
峯
萎
騨
瞬

li，・．霧霧

冷
害
で
よ
く
実
の
は
い
ら
な
い
水
稲

▽
約
九
千
人
が
参
加
△

　
宮
城
県
沖
地
震
か
ら
二
年
、
「
県
民

防
災
の
日
」
で
あ
る
六
月
十
二
日
、

県
下
一
斉
に
総
含
防
災
訓
練
が
行
な

わ
れ
ま
し
た
。

　
白
石
市
で
も
、
市
内
小
中
学
校
、

特
に
第
二
小
学
校
と
大
平
小
学
校
を

重
点
と
し
て
児
童
の
避
難
、
消
化
、

救
助
な
ど
の
訓
練
が
行
な
わ
れ
ま
し

　
練

　
　
一
一
一
一
口

第二小学校で行なわれた

＼

た
，
約
九
千
へ
が
参
加
。

　
訓
練
で
は
、
午
前
九
時
三
十
分
に

合
図
の
サ
イ
レ
ン
か
な
る
と
、
児
童

は
一
斉
に
腰
掛
け
の
座
ブ
ト
ン
を
頭

に
か
ぶ
り
、
先
生
の
指
導
の
も
と
に

ス
ム
ー
ズ
に
避
難
。
消
防
団
な
ど
の

消
火
活
動
を
熱
心
に
見
入
っ
で
、
、
本

番
さ
な
が
ら
の
訓
練
で
し
た
。

＼
v
、
，
，

も
義
警

　
今
年
は
、
東
北
六
県
を
は
じ
め
沖

縄
な
ど
全
国
の
工
入
か
ら
昨
年
を
上

冒
壕

蜘

回
る
千
二
百
点
が

　
　
　
　
　
　
　
磁

出
品
。
ま
た
市
内

　
　
の
小
中
学
生

　
　
に
よ
る
作
品

　
　
も
展
示
さ
れ
、

　
　
五
日
間
で
約

　
　
十
万
へ
の
こ

瓶
け
し
フ
ァ
ン

　
　
で
に
ぎ
わ
い

　
　
ま
し
た
。

　ボーイスカウトの最大の祭典である

第8回日本ジャンボリー大会が昭和57

年8月に南蔵王高原で開催されること
に決定しました。

　
子
ど
も
た
ち
に
川
と
の
触
れ
含
い

を
、
と
白
石
川
で
行
な
わ
れ
た
。

慮
懸
．
」
響

（
七
月
）

⊂
第
八
回
日
本
ジ
ャ
シ
ポ
リ
ー
か

南
蔵
王
に
決
ま
る

（
八
月
）

・
白
石
高
野
球
部
十
九
年
ぶ
り
に

、
＼
ス
ト
4

！

・
白
石
市
健
康
ま
つ
リ
、
、
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
は
小
原
地
区
、
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
て
は
鷹
ノ
巣
地
区
が
優
勝
．
．

・
白
石
川
フ
ェ
フ
、
テ
ィ
バ
ル

。
白
石
夏
ま
つ
り

－
白
石
市
民
水
泳
大
会

※
冷
夏
。
異
常
気
象
に
よ
り
農
作

物
へ
の
影
響
が
心
配
さ
れ
る
。

（
九
月
）

上
父
通
安
全
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
来
庁
，

・
・
第
八
回
老
入
ス
ポ
ー
ヴ
大
会
で

大
鷹
沢
地
区
優
勝

（
十
月
）

・
第
十
三
回
国
勢
調
査
実
施

・
第
三
回
交
通
安
全
市
民
大
会

。
市
民
体
育
大
会
で
本
郷
第
三
が

優
勝

・
市
長
選
を
執
行
．
、
第
八
代
市
長

に
関
谷
宗
一
氏
が
当
選

（
＋
一
月
）

。
第
十
一
回
市
民
文
化
祭
を
開
催

・
消
防
操
法
大
会
で
小
原
分
団
が

二
年
連
続
優
勝

5
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腎
臓
病
は
誰
も
が
知
っ
て
い
る
あ

り
ふ
れ
た
病
気
で
あ
り
な
が
ら
、
そ

の
実
態
や
恐
ろ
し
さ
に
つ
い
て
は
あ

ま
り
理
解
さ
れ
て
い
な
い
病
気
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
た
と
え
ば
、
腎
臓
病
で
悩
ん
で
い

る
人
が
全
国
で
三
、
四
十
万
人
も
い

る
こ
と
、
こ
の
病
気
で
一
年
間
に
七

千
人
を
超
え
る
人
が
亡
く
な
っ
て
い

る
こ
と
、
小
児
の
腎
炎
が
多
い
こ
と
、

腎
不
全
に
な
っ
た
後
、
生
命
を
維
持

す
る
透
析
治
療
の
患
者
が
三
万
人
ぐ

ら
い
い
る
こ
と
、
そ
し
て
透
析
治
療

を
止
め
る
た
め
に
は
腎
臓
移
植
し
か

方
法
が
な
い
こ
と
等
、
数
え
あ
げ
れ

ば
き
り
が
な
い
ほ
ど
問
題
が
あ
り
ま

す
。　

現
在
白
石
市
を
中
心
と
し
て
十
二

名
の
患
者
が
透
析
治
療
を
受
け
て
お

り
、
こ
の
人
た
ち
で
公
立
刈
田
病
院

腎
友
会
を
結
成
t
い
全
国
組
織
で
あ

る
全
腎
協
を
通
し
て
腎
臓
病
の
予
防

の
た
め
の
施
策
を
国
、
地
方
公
共
団

体
に
要
望
し
た
り
し
て
お
り
ま
す
。

　
今
回
白
石
腎
友
会
々
長
斉
藤
和
男

さ
ん
（
大
鷹
沢
三
沢
字
五
丁
目
六
七
）

に
悩
み
、
問
題
等
に
つ
い
て
寄
稿
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
　
　
◇
　
　
　
　
　
◇

斉藤和男さん
　（大鷹沢）

　
近
年
氏
工
腎
臓
の
開
発
に
よ
り
透

析
療
法
が
充
実
し
、
腎
不
全
に
な
っ

て
も
相
当
期
間
患
者
の
生
命
を
維
持

す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

　　繊

　　　㎡ボ
戴

嶋、

－

　　誕　　　　　　壷　　糊縣

刈田病院における透析治療▲

　
公
立
刈
田
病
院
に
お
い
て
も
昭
和

五
十
三
年
四
月
に
透
析
室
が
開
設
さ

れ
、
三
年
目
を
迎
え
た
現
在
、
白
石

市
を
中
心
と
し
た
十
二
名
の
患
者
が

治
療
を
受
け
て
い
ま
す
．
こ
の
よ
う

に
腎
不
全
に
な
っ
て
も
生
命
を
維
持

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
は
患
者

へ
の
大
き
な
福
音
で
は
あ
り
ま
す
が
、

一
週
間
に
三
回
、
一
回
に
つ
き
五
時

間
も
か
か
る
透
析
治
療
、
水
分
を
は

じ
め
と
す
る
食
事
制
限
の
厳
し
い
日

常
生
活
に
耐
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
ま
た
透
析
治
療
は
人
工
腎
臓
と

い
う
機
械
に
よ
っ
て
生
体
の
腎
臓
の

代
わ
り
を
さ
せ
る
も
の
で
あ
り
、
働

か
な
く
な
っ
た
腎
臓
が
回
復
す
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
従
っ
て
透
析

に
入
る
と
い
う
こ
と
は
一
生
そ
れ
を

続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
二

と
で
す
。

　
そ
こ
で
腎
臓
疾
患
の
根
本
的
治
療

法
と
し
て
は
腎
臓
移
植
し
か
な
い
と

い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
腎
移
植
の

利
点
は
何
ん
と
い
っ
て
も
週
三
回
の

病
院
で
の
透
析
か
ら
解
放
さ
れ
、
健

康
人
と
同
様
の
日
常
生
活
を
お
く
れ

る
点
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
長
期
に
わ

た
る
透
析
の
さ
ま
ざ
ま
な
悪
影
響
（
合

併
症
）
の
心
配
が
な
く
な
る
こ
と
も

見
逃
が
せ
ま
せ
ん
。
心
配
な
点
は
拒

否
反
応
で
す
が
、
こ
れ
が
起
っ
た
場

含
移
植
し
た
腎
臓
を
取
り
出
し
て
し

ま
い
再
ぴ
透
析
を
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　
腎
移
植
は
欧
米
で
広
く
行
わ
れ
て

お
り
、
特
に
米
国
で
は
年
間
一
千
例

を
数
え
、
そ
の
成
功
率
は
年
々
向
上

し
て
お
り
ま
す
。
し
か
も
そ
の
過
半

数
は
遺
体
か
ら
提
供
さ
れ
た
腎
臓
に

よ
っ
て
腎
不
全
患
者
が
救
わ
れ
て
お

り
ま
す
。

　
腎
臓
移
植
に
つ
い
て
の
わ
が
国
の

医
学
的
水
準
は
欧
米
諸
国
に
優
る
と

も
劣
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
最
近
、
腎
臓
移
植
に
関
す
る
法
律

も
整
備
さ
れ
、
角
膜
と
同
様
に
遺
体

か
ら
腎
臓
を
提
供
し
て
い
た
だ
き
、

移
植
す
る
こ
と
に
法
的
な
障
害
が
な

く
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
腎
臓
バ
ン

ク
制
度
が
発
足
し
て
お
り
、
死
後
に

腎
臓
を
提
供
し
て
下
さ
る
方
の
登
録

を
お
願
い
し
で
、
お
り
ま
す
。

　
現
在
腎
臓
移
植
を
希
望
し
で
、
い
る

患
者
は
全
国
で
二
万
人
程
度
い
る
と

推
定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
遺
体
腎
提

供
者
の
数
は
腎
臓
の
組
織
適
合
性
か

ら
考
え
で
、
も
全
く
足
り
な
い
状
態
で

す
。　

腎
不
全
患
者
へ
の
腎
移
植
の
た
め

死
後
に
自
分
の
腎
臓
を
提
供
し
て
下

さ
る
方
が
増
え
れ
ば
、
そ
れ
だ
け
腎

不
全
患
者
が
救
わ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　
明
日
へ
の
希
望
を
も
た
ら
す
た
め

死
後
の
腎
臓
の
提
供
を
皆
様
に
お
願

い
す
る
次
第
で
す
。
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昭
和
五
十
五
年
度
各
種
功
労
者
及
び
教
育
功
績
者
の
表
彰
式
が
、
去
る

十
一
月
二
日
市
役
所
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
各
種
功
労
者
六
十
六
名
、
八
団

体
で
す
。
表
彰
さ
れ
た
皆
さ
ん
に
心
か
ら
お
祝
い
を
申
し
上
げ
、
今
後
の

ご
活
躍
と
ご
健
康
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

自
治
功
労
者

　
永
山
　
勇
、

長
）

　
自
治
功
労
者

　
遠
藤

員
長
）
、

（
特
別
表
彰
）

　
　
虻
ん
小
気
口

　
　
鼻
句
；
？
田

佐
藤
　
勲
（
行
政
区

（
一
、
般
表
彰
）

章
（
選
挙
管
理
委
員
会
委

和
泉
三
郎
（
行
政
区
長
）

自
治
功
労
者
（
統
計
）

　
村
上
義
男
・
日
下
長
治
・
高
橋
光

一
．
大
橋
隆
志
・
武
田
春
雄
（
農
林

水
産
業
基
本
調
査
員
・
国
勢
調
査
員
）

納
税
功
労
者
お
よ
び
団
体

　
大
森
徳
太
郎
（
元
行
政
区
長
、
現

本
郷
第
二
納
税
貯
蓄
組
合
長
）
　
菊

池
吉
兵
衛
（
元
市
選
挙
管
理
委
員
会

委
貝
、
現
亘
理
町
納
税
貯
蓄
組
合
長
）

山
田
正
男
（
現
大
畑
納
税
貯
蓄
組
合

長
）
弥
治
郎
納
税
貯
蓄
組
合
、
山
根

上
納
税
貯
蓄
組
合
、
本
郷
第
三
第
二

十
一
班
納
税
貯
蓄
組
合

衛
生
功
労
者

白
石
市
食
生
活
改
善
推
進
員
会

産
業
功
労
者
お
よ
び
団
体

　
佐
藤
誠
一
（
現
白
川
た
ば
こ
耕
作

研
究
会
長
、
現
白
石
た
ば
こ
耕
作
研

究
会
副
会
長
）
、
遠
藤
君
太
郎
（
現

白
南
土
地
改
良
区
理
事
）
、
片
平
卯

五
郎
（
現
福
岡
土
地
改
良
区
理
事
）
、

佐
久
間
貞
吉
（
現
宮
城
県
こ
ろ
柿
出

荷
協
．
同
組
合
理
事
）
、
半
沢
藤
雄
（
現

全
国
漬
物
共
同
組
合
評
議
員
）
、

一
条
正
八
（
現
白
南
商
店
会
会
長
、

現
協
同
組
合
ゴ
ー
ル
デ
ン
シ
ー
ル
会

理
事
）
、
八
島
藤
吉
（
現
こ
け
し
製

造
販
売
業
）
、
大
友
辰
男
（
現
白
石

市
建
設
職
組
合
組
合
長
）
、
　
宮
城
県

こ
ろ
柿
出
荷
協
同
組
合
、
仙
南
た
ば

こ
耕
作
組
合
、
白
石
市
農
業
協
同
組

合
夏
秋
き
ゅ
う
り
部
運
営
委
貝
会

教
育
文
化
功
労
者

　
谷
津
甚
輔
（
現
白
高
外
一
校
薬
剤

師
〉
、
関
谷
五
郎
（
現
小
原
中
外
二

校
薬
剤
師
）
、
菊
池
隆
吉
〔
現
白
石

市
体
育
協
会
副
会
長
）

社
会
事
業
功
労
者

　
斉
藤
好
伊
、
三
沢
嘉
鶴
子

生
、
児
童
委
員
）

公
安
消
防
功
労
者

（
現
民

　
八
島
　
剛
（
現
市
消
防
団
大
鷹
沢

分
団
副
分
団
長
V
、
跡
部
清
τ
四

釜
昭
夫
・
成
沢
久
一
郎
・
菅
野
春
夫

幕
田
辰
吉
（
現
市
消
防
団
白
石
分
団

班
長
）
、
日
下
忠
市
・
高
橋
新
一
郎

（
現
市
消
防
団
大
平
分
団
班
長
）
、

毛
利
百
人
・
小
室
吉
衛
・
高
野
正
雄

木
須
善
治
（
現
市
消
防
団
福
岡
分
団

班
長
）
、
内
山
音
吉
（
現
市
消
防
団

小
原
分
団
班
長
）
、
　
熊
谷
正
吉
（
前

市
消
防
団
小
原
分
団
班
長
）
、
　
植
田

孝
太
郎
．
佐
藤
幸
家
・
大
庭
　
清
・

小
室
健
丁
山
田
八
郎
・
菊
地
栄
［

斎
藤
　
『
（
現
市
消
防
団
白
石
分
団

員
）
、
　
渋
谷
修
『
（
現
市
消
防
団
福

岡
分
団
員
）
、
　
小
畑
政
一
（
現
市
消

防
団
小
原
分
団
員
）
、
　
白
石
地
区
交

通
安
全
協
会
大
鷹
沢
支
部

篤
行
者

　
佐
藤
憲
｝
（
多
年
に
わ
た
り
白
石

駅
前
歩
道
橋
、
広
場
、
沢
端
川
の
清

掃
、
植
樹
ボ
ッ
ク
ス
の
管
理
等
の
奉

仕
活
動
を
続
け
た
奇
篤
な
行
為
。

　
大
口
芳
子
（
多
年
に
わ
た
り
、
へ

き
地
分
校
の
教
育
に
尽
力
、
児
童
の

学
力
、
体
力
の
向
上
と
学
校
の
環
境

整
備
に
貢
献
し
た
。

市
職
員
（
特
別
表
彰
〕

　
半
沢
　
進
、
加
藤
卓
三
、
斎
藤
英

司
、
猪
股
三
郎
、
高
橋
昭
義
、
半
沢

和
人
、
岡
崎
藤
三
郎
、
斎
藤
誠
一
、

三
浦
好
孝
、
鈴
木
兼
雄
、
林
　
茂
、

大
鹿
　
肇
、
佐
久
問
文
子
、
高
橋
き

い
子
、
小
沼
あ
や
子
、
島
貫
一
枝
、

教
育
功
績
者

　
市
教
育
委
員
会
表
彰
規
則
に
も
と

づ
き
教
育
功
労
者
二
名
、
永
年
勤
続

功
績
者
四
名
、
教
育
の
振
興
に
寄
与

さ
れ
た
二
十
三
名
の
か
た
が
た
に
感

謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

教
育
功
績
者

　
佐
藤
一
郎
（
前
白
川
小
・
中
学
校

前
白
石
第
一
小
学
校
・
前
小
原
小
学

校
・
前
第
一
幼
稚
園
学
校
薬
剤
師
）

後
藤
さ
と
〔
白
石
婦
入
会
副
会
長
》

永
年
勤
続
功
績
者

　
高
橋
　
淳
〔
福
岡
中
学
校
校
長
）

森
　
道
子
一
南
中
学
校
教
諭
）
　
大

槻
雄
一
（
大
鷹
沢
中
学
校
教
諭
）

追
木
守
人
（
白
川
中
学
校
教
頭
）

感
謝
状
贈
呈
者

　
四
竈
　
達
、
高
橋
一
男
（
深
谷
牧

野
農
業
協
同
組
合
組
合
長
）
　
佐
竹

清
、
佐
竹
　
一
、
日
下
賢
一
（
有
限

会
社
日
下
産
業
杜
長
）
　
大
野
　
清

佐
藤
吉
子
〔
白
石
市
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

協
会
会
長
）
　
佐
藤
純
雄
、
大
槻

順
、
半
沢
勝
雄
（
越
河
十
区
親
睦
会

会
長
）
安
倍
　
正
（
福
岡
中
学
校
昭

和
五
十
四
年
度
卒
業
生
父
母
代
表
）

高
橋
直
亮
、
米
竹
正
三
、
浅
香
澄
子
、

門
脇
世
津
子
（
白
石
市
第
二
幼
稚
園

保
護
者
会
長
）
　
高
橋
与
治
（
福
岡

地
区
野
球
協
会
理
事
長
）
　
鈴
木
秋

雄
（
株
式
会
社
ア
リ
・
エ
ー
ジ
ェ
ン

シ
ー
社
長
）
　
我
妻
正
［
（
白
石
市

立
越
河
小
学
校
父
母
教
師
会
代
表
）

今
野
宗
禅
（
株
式
会
社
大
研
工
業
代

表
取
締
役
）
　
金
沢
千
鶴
子
（
白
石

市
第
一
幼
稚
園
母
の
会
代
表
）
　
大

槻
常
彦
、
青
木
一
雄
（
青
木
種
苗
店
）

斉
藤
晴
亮

7
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撮

審
轟
昌
　
戸

！

　
夢

謬
鑑
．

鰯

義
箋

イ
．

．
櫛
、
撫
欝
一
△

　
　
　
　
　
　
ゆ
　
ぴ
む

　
　
　
　
甑

　
　
　
　
｝
㌘
磯
、
欝
　
　
｛

藪
藷
遷
△
哩

　
　
、
騒
’
い
、
、
．
畿
ぞ

　
　
蚊
．
麟
ド

饗

　し撫

タ’

『魑

ノ

「
“
ず
f
7

、、ヲ

ゼ
怜

鰍
遵　

　
欝

　
　
　
織

　
　
〆
　
　
㌦

　
、
蝉

　
穐
　
　
　
　
　
漣
、

辮ぜ
阪

、
篠
嵐

農林産物共進会場となった第一小

…
蒸
、

麹
綴
．

～

ヂ
一
ノ
冴

．
磁

／
、

　
第
四
回
白
石
市
農
業
祭
が
、
こ
の
ほ
ど

市
民
会
館
、
第
『
小
体
育
館
な
ど
の
会
場

で
盛
大
に
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
ム
フ
年
は
、
長
雨
と
さ
奄
か
っ
た
夏
の
影

響
で
作
物
の
出
来
が
心
配
さ
れ
た
が
、
野

菜
、
果
物
、
キ
ノ
コ
、
マ
ユ
な
ど
五
十
二

種
類
干
七
百
点
余
が
出
品
さ
れ
、
「
ま
ず
ま

ず
の
作
柄
」
と
の
評
価
。
第
『
小
体
育
館

前
の
即
売
会
も
す
で
に
お
な
じ
み
と
な
っ

て
お
り
、
市
価
よ
り
グ
ン
と
安
い
と
あ
っ

τ
＼
オ
ー
ブ
ン
前
か
ら
主
婦
た
ち
の
列
が

続
い
て
い
ま
し
た
。

　　　帆『『醗翫
これ何かわかるかな納

　　　趨風、ノ

ビ、、…r羅館）

－
ち
び
っ
子
た
ち
に
は
め
ず
ら
し
い
マ
ユ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嘱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
臼
擁
．

　
　
　
　
　
　
　
　
、
、
～
3
凶

　
　
　
　
～

塑
姦

鰯
．
へ

旨寧

　
　
　
　
　
　
　
曳
“

’
轟

撫
劇
麹
、
，

肝噺遡
磯

陶
歓

　
マ
ロ
ワ
ど
お

．
．
馳
縄

㌦嵐冠

　　　　　ぞうり作り講習会

　昔から伝わるわら工芸品（ぞうセ））作りの講習会

がこのほど大鷹沢中（加藤文衛校長、生徒90人）で

あき）ました。生徒の八割近くが農家出身なので取入

れの終ったわらを全校生徒体育館に持ちより、先生

一般父兄も参加、80歳を越えるおじいちゃん、おば

あちゃんたち12名の指導を受けました。ぞう『）の最

　　　　　　初の段階である、縄作『）から始め、

　　　　　　　なかなか1本の縄にならずみんな苦

　　　　　　労していました。それでもおじいち

　　　　　　　ゃん、おばあちゃんが実際に作『）な

　　　　　　がらの指導とあって、ぞうりの形が

　　　　　　出来あがりました。

、．・懸慧謙患藤、扇

l　　　　　　　　l舞坦
1　　　　　～，燃　　詞ρ

麹寿㎡．擁㌧丁ピ「．鑑、1臨

　　　　　体力つくりトリムマラソン

　体力つくりトリムマラソン市民ジョッギング大会

が去る11月16日、うっすら雪化粧した南蔵王の見え

るコースで行われました。

　3千、5千㍍のマラソンコース、3千、5千1マのト

↓ノムコースで親子など約250名の参加があ1）ました。

　この大会は競技を目的とした内容ではなく、自分

働く婦人の家まつり全校で収穫感謝祭

　　　　　　　　働く婦入の家「清安荘」の文化祭

　　　　　　　が去る11月16日に行なわれました。

　　　　　　　当日は天気にも恵まれ、入出は上々。

　　　　　　　作品は書道、和裁、洋裁など約三百

点で、いずれも講座で習った腕前を生かして作った

自慢の作品ばかり。なかには玄入はだしの七宝焼や

木彫りなど趣味の作品とは思えないものまであり、

来たへ々を驚ろかせていた。また、会場では、お茶

席も設けられ、お点前の披露、舞踊、コーラスや社

交ダンスの発表会もあって終日大盛況でした。

l／

騒

数231人）で、ことしの収穫を祝う“収穫感謝祭”

がにぎやかにおこなわれました。

　この日は、5、6年生が作った米をモチにして収

穫に感謝。父兄たちがモチやキネを持ち込み、児童

もいっしょにな1）ペッタンペッタンと約60㌔のモチ

をつき上げ、早速お雑煮やあんこモチにして収穫の

よろこびを味わいました。
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郡
　
山
　
観
音

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
早

崎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
苗
さ
ん

有
線
放
送
コ
ン
ク
ー
ル
で
最
優
秀
賞
を
獲
得

　
「
ハ
イ
。
こ
ち
ら
有
線
放
送
で
す
」

と
、
ハ
キ
ハ
キ
し
た
口
調
で
電
話
交

換
に
応
ず
る
佐
藤
早
苗
さ
ん
。
こ
の

ほ
ど
行
な
わ
れ
た
第
二
十
二
回
県
内

有
線
放
送
電
話
ア
ナ
ウ
ン
ス
コ
ン
ク

ー
ル
で
他
の
ベ
テ
ラ
ン
た
ち
を
抜
き

見
事
最
優
秀
賞
に
輝
い
た
。

　
「
入
っ
た
ば
か
り
O
、
こ
の
よ
う

な
賞
を
も
ら
え
る
な
ん
て
…
…
」
と
、

ま
だ
信
じ
ら
れ
な
い
と
い
っ
た
顔
つ

き
。　

白
石
有
線
放
送
に
勤
め
て
、
ま
だ

一
年
目
。
現
在
、
電
話
交
換
と
定
時

放
送
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
を
兼
ね
て
い
る
。

入
社
す
る
ま
で
は
マ
イ
ク
の
前
に
一

度
も
立
っ
た
こ
と
が
な
く
、
初
め
の

瀦
」
「
．
髭
、
矯

糎
嚢
　
　
｝
、

　
　
　
　
　
　
　
　
泌
　
覧

　
　
　
　
　
　
　
選
識
γ
声
灘

頃
は
終
始
声
が
う
わ
ず
っ
て
い
た
と

い
う
。
で
も
今
は
、
先
輩
た
ち
に
ま

じ
リ
ブ
レ
ス
ト
を
頭
に
付
け
て
の
交

換
手
姿
も
、
こ
の
通
り
ス
ッ
カ
リ
板

に
付
い
た
感
じ
　
　
。
そ
ん
な
佐
藤

さ
ん
も
、

　
「
ア
ナ
ウ
ン
ス
は
、
マ
イ
ク
を
通

じ
て
し
か
相
手
に
表
現
で
き
な
い
の

で
、
い
か
に
分
か
り
や
す
く
内
容
を

伝
え
る
か
が
難
し
い
ー
で
す
ネ
」
と
、

マ
イ
ク
仕
事
の
難
し
さ
を
語
っ
て
く

れ
る
。

　
趣
味
は
洋
裁
。
た
だ
今
ベ
ス
ト
ス

ー
ツ
を
製
作
中
と
い
う
、
大
き
な
目

が
魅
力
的
な
お
嬢
さ
ん
で
す
。

酬耀

欝塾詫

樋

わたしたち

白
石
第
、
弓
学
綬

痒

勉くん

6年

高子

滲
奪

’姥
轟

ぐ

．
呪
唾

避襲

　
ぽ
く
た
ち
の
白
石
第
一
小
学
校
は

百
七
年
の
伝
統
あ
る
古
い
歴
史
を
持

つ
学
校
で
す
。
で
も
建
物
は
新
し
く

十
二
年
に
な
り
ま
す
。
三
階
建
て
の

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
校
舎
と
広
い

校
庭
、
そ
し
て
丸
い
塁
根
の
体
育
館

な
ど
じ
ま
ん
の
で
き
る
り
っ
ぱ
な
学

校
で
す
。

　
い
ま
、
ぼ
く
た
ち
は
朝
の
マ
ラ
ソ

　
　
ン
を
全
校
児
童
で
が
ん
ば
っ
て

　
　
や
っ
て
い
ま
す
。
授
業
が
始
ま

　
　
る
前
の
校
庭
は
、
ぐ
る
ぐ
る
走

　
　
っ
て
い
る
子
ど
も
た
ち
で
い
っ

　
　
ぱ
い
で
す
。

　
　
　
こ
の
あ
い
だ
は
、
す
み
き
っ

　
　
た
青
空
の
も
と
で
持
久
走
大
会

　
　
が
あ
り
ま
し
た
。
み
ん
な
真
っ

　
　
赤
な
顔
を
し
、
苦
し
い
な
が
ら

　
　
も
全
貝
完
走
で
き
ま
し
た
。
と

　
　
て
も
気
持
ち
が
い
い
も
の
で
す
。

　
、
　
ま
た
、
白
一
小
は
音
楽
が
と

　
　
て
も
さ
か
ん
で
す
。
こ
の
前
佐

響

蘇
犠
灘
鰐
簾
隷
韓
欝
働

　
　
　
　
　
　
　
　
み
良
校
と
い
う
輝
か
し
い
栄
冠
を

か
ち
と
り
ま
し
た
。
夏
休
み
か
ら
一

生
け
ん
命
練
習
し
て
き
た
成
果
が
あ

っ
て
す
ば
ら
し
い
で
き
ば
え
で
し
た
。

十
月
に
は
音
楽
学
習
発
表
会
が
あ
り

ま
し
た
。
ど
の
学
年
も
一
生
け
ん
命

歌
っ
て
い
ま
し
た
。
一
年
生
な
ど
は

小
さ
い
体
で
体
育
館
い
っ
ぱ
い
に
ひ

び
き
わ
た
る
大
き
な
声
を
出
し
、
指

揮
の
先
生
の
手
を
じ
っ
と
見
、
大
き

な
口
を
開
け
て
と
て
も
元
気
い
っ
ぱ

い
歌
っ
て
い
ま
し
た
。
ぼ
く
も
小
学

校
最
後
の
音
楽
発
表
、
六
年
生
ら
し

く
気
持
ち
を
こ
め
て
せ
い
い
っ
ぱ
い

歌
い
ま
し
た
。
よ
い
思
い
出
に
な
る

こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
も
う
一
つ
活
発
に
活
動
し
て
い
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
集
会

活
動
で
ず
。
今
ま
で
に
、
七
夕
集
会
、

豊
年
お
ど
り
大
会
を
や
っ
て
き
ま
し

た
。
七
夕
集
会
に
は
天
井
ま
で
届
く

長
い
竹
四
本
に
全
校
児
童
み
ん
な
で

か
ざ
り
つ
け
を
し
、
歌
を
う
た
っ
た

り
ゲ
ー
ム
を
し
た
り
し
て
楽
し
く
す

ご
し
ま
し
た
。
ま
た
豊
年
お
ど
り
大

会
に
は
、
校
庭
の
真
中
に
や
ぐ
ら
を

立
て
、
来
年
の
豊
作
を
ね
が
っ
て
盛

大
に
や
り
ま
し
た
。
と
っ
て
も
楽
し

か
っ
た
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
ク
リ
ス

マ
ス
会
、
カ
ル
タ
と
り
大
会
と
楽
し

い
行
事
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。

10

か
し
こ
い消

費
者

　
省
エ
ネ
時
代
に
加
え
て
、
ガ
ス
、

電
気
代
の
大
幅
な
ア
。
ブ
は
、
太
陽

耀
．
婬
舞
舘
趨
饗
鯉

な
エ
ネ
ル
キ
ー
の
恩
恵
を
受
け
る
に
鵬
　
　
　
㌻
．

ク
タ
つ
賞
熱
槽
）
の
水
を
あ
た
た
め

る
と
い
う
も
の
で
す

．
し
た
か
っ
’
、

天
候
、
地
域
に
よ
っ
で
、
効
率
が
違
っ

で
、
き
ま
す
、

　
効
果
は
年
間
を
通
し
て
の
全
日
射

量
に
よ
っ
て
き
ま
D
ま
す
．
．

　
塩
害
を
受
け
る
海
岸
地
帯
、
降
雪

の
多
い
地
帯
で
は
設
置
し
て
有
効
か

ど
う
か
問
題
で
す
。

　
温
水
器
の
タ
イ
プ
は

は
、
か
な
り
の
設
備
投
資
が
必
要
で

あ
り
、
実
際
の
効
果
、
安
荏
、
調

久
性
な
ど
、
ど
う
な
の
か
？
：
…
．
な
瀞

ど
の
間
い
含
せ
が
ふ
え
で
、
い
ま
す
。
　
梅

原
理
は
、
金
属
㌻
ラ
ス
、
樹
轟

の
集
熱
板
に
ア
几
ミ
は
く
の
反
射
板

で
太
陽
熱
の
吸
収
を
よ
く
し
、
コ
レ

　つん　　　　　し　　　　　　　　　をデ　ワア

　麟⊇、

小室キクコ（福岡）

堕騨

・
隙

薫・

該
ぺ
叛

き
　
　
φ
轟

　　／峯
曝・

　
【
材
料
】
（
四
人
分
）

　
油
揚
四
枚
、
さ
ん
ま
三
本
、
入
参

百
9
、
枝
豆
又
は
青
豆
二
十
9
、
ニ

ラ
少
々
、
ね
ぎ
小
一
本
、
生
姜
十
9

粉
チ
ー
ズ
小
さ
じ
一
杯
、
キ
ャ
ベ
ッ

ニ
百
g
、
パ
ヤ
リ
、
塩
少
々

【
作
り
方
】

　
油
揚
は
開
き
、
さ
ん
ま
は
す
り
身

に
す
る
。
豆
は
柔
ら
か
く
煮
て
、
生

姜
は
す
り
お
ろ
し
て
お
く
。
人
参
、

D
了
￥
み
置
き
形
　
D
白
然
循
環
形

（
鋤
ポ
ン
ワ
に
よ
る
強
制
循
芦
彫
の
三

種
類
あ
り
ま
す
．

　
現
在
の
灯
油
、
ヴ
フ
、
価
格
ぺ
、
設
備

費
を
償
却
す
る
に
は
給
湯
形
f
、
六
ー

七
年
ぐ
ら
い
か
か
り
、
設
備
と
そ
、
の

耐
用
年
数
に
よ
っ
て
償
却
f
、
き
な
い

場
合
も
あ
り
ま
す
。

　
今
年
の
六
月
に
認
定
さ
れ
た
B
L

マ
ー
ク
｛
建
設
大
臣
の
優
良
住
宅
部

品
認
定
制
定
の
対
象
品
に
つ
け
ら
れ

る
マ
ー
7
）
で
は
耐
矢
性
を
十
年
以

上
使
用
に
耐
え
る
設
計
に
な
っ
で
、
い

る
こ
と
を
定
め
で
、
ま
す
。

　
現
在
こ
の
マ
ー
ク
が
つ
い
で
、
い
る

の
は
四
銘
柄
、
七
機
種
に
す
ぎ
ま
せ

ん
、
重
量
が
満
水
時
に
は
二
五
∩
シ
。
一

以
上
と
な
る
の
で
、
家
屋
構
造
を
よ

く
調
べ
、
と
き
に
は
そ
の
補
強
を
考

え
て
か
ら
購
入
す
る
よ
う
に
し
ま
し

よ
う
〔

豆
、
モ
ワ
、
ね
ぎ
を
み
し
ん
切
り
、

粉
チ
ー
ズ
、
塩
生
姜
を
す
り
身
の
中

に
全
部
入
れ
で
、
混
ぜ
、
油
揚
の
上
に

材
料
を
薄
く
の
ば
し
、
巻
す
し
の
よ

う
に
巻
い
て
蒸
か
す
。

　
一
本
を
三
・
に
切
り

上
に
し
て
キ
ャ
ベ
ツ
、

え
ま
す
。

　
切
り
口
を

パ
セ
リ
を
添
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司
き
嘗
き
あ
4
柔

　
佐
藤
勘
治
さ
ん
が
公
立
刈
田
病
院

人
力
車
主
任
と
し
て
勤
め
た
の
は
、

大
正
八
年
八
月
、
長
村
佐
盛
院
長
の

と
き
だ
っ
た
。
勘
治
さ
ん
は
無
類
の

善
人
で
、
生
れ
つ
き
酒
が
好
き
で
、

酔
え
ば
、
む
し
ょ
う
に
、
お
も
し
ろ

く
な
っ
て
、
な
に
も
か
も
忘
れ
て
し

ま
う
た
ち
だ
っ
た
。

　
一
度
、
こ
ん
な
こ
と
が
あ
っ
た
。

阪
東
院
長
を
へ
力
車
に
の
せ
て
往
診

し
た
と
き
の
こ
と
。
患
者
さ
ん
の
家

で
シ
ョ
ウ
チ
ュ
ー
を
三
、
四
杯
飲
ま

さ
れ
て
、
す
っ
か
り
酔
っ
ぱ
ら
っ
て

し
ま
っ
た
。
い
よ
い
よ
、
帰
る
だ
ん

に
な
る
と
、
車
を
引
っ
張
る
こ
と
が

で
ぎ
な
い
。
阪
東
院
長
さ
ん
が
心
配

し
て
、
　
「
君
、
君
、
大
丈
夫
か
ね
」

と
い
う
と
、
勘
治
さ
ん
は
「
は
い
、

大
丈
夫
で
す
」
と
答
え
た
。
心
配
し

な
が
ら
も
人
力
車
に
の
っ
て
は
み
た

も
の
の
、
五
、
六
間
ぐ
ら
い
、
よ
ろ

よ
ろ
、
引
っ
張
っ
た
と
思
う
と
、
ド

ガ
ン
と
、
か
じ
棒
を
外
し
て
し
ま
っ

た
。
車
の
上
の
院
長
先
生
は
、
も
う

少
し
で
、
ひ
っ
く
り
か
え
る
と
こ
ろ

だ
っ
た
。
こ
れ
じ
ゃ
、
た
ま
ら
ぬ
と
、

院
長
先
生
は
、
車
か
ら
降
り
て
、
よ

⑰
菅
野
新

ろ
よ
ろ
の
勘
治
さ
ん
を
車
に
の
せ
で
、

ヨ
w
コ
ラ
、
ヨ
ッ
コ
ラ
、
自
分
で
引

っ
張
っ
た
。
そ
れ
以
来
、
院
長
先
生

は
、
す
っ
か
り
、
恐
れ
を
な
し
て
決

し
て
勘
治
さ
ん
の
人
力
車
に
は
、
の

ら
な
か
っ
た
と
い
う
。

　
大
正
も
終
わ
り
、
昭
和
も
何
年
か

過
ぎ
る
と
、
世
の
中
が
、
だ
ん
だ
ん

開
け
て
き
た
。
こ
の
辺
で
も
自
動
車

が
、
ブ
ー
ブ
ー
、
音
を
立
て
て
走
る

よ
う
に
な
っ
た
。
勘
治
さ
ん
の
へ
力

車
は
、
も
う
時
代
お
く
れ
に
な
っ
た
・
．

病
院
組
台
議
員
か
ら
も
、
町
の
入
た

ち
か
ら
も
．
あ
ん
な
古
く
さ
い
入
力

車
は
、
へ
前
が
悪
い
か
ら
、
や
め
て

く
れ
、
と
文
句
を
い
わ
れ
た
。
し
か

し
、
や
め
る
と
、
車
夫
が
失
業
す
る

の
で
、
そ
う
簡
単
に
は
、
や
め
ら
れ

な
か
っ
た
。

　
そ
の
う
ち
、
金
山
院
長
も
、
設
楽

外
科
医
も
、
ま
た
、
広
瀬
耳
鼻
科
医

も
、
だ
ん
だ
ん
、
の
ら
な
く
な
っ
た
。

仕
方
な
し
に
内
科
の
琶
副
院
長
が
、

な
る
べ
く
、
の
る
よ
う
に
し
た
。
毎

朝
、
病
院
に
来
て
一
服
す
る
と
、
ま

ず
、
人
力
車
に
の
っ
f
、
、
渡
辺
と
か

菅
野
屋
と
か
石
津
屋
と
か
べ
旧
家
に

診
察
に
出
か
け
る
。
そ
の
こ
ろ
は
自

由
診
察
で
、
病
院
の
お
医
者
さ
ん
も

割
に
楽
な
気
持
で
出
て
行
く
こ
と
が

で
き
た
。
現
在
、
そ
ん
な
こ
と
を
し

た
ら
大
変
で
あ
る
。
　
｛
週
間
も
、
こ

ち
ら
か
ら
行
か
な
い
と
、
ど
う
し
て

こ
な
い
の
か
と
、
怒
ら
れ
た
ぐ
ら
い

で
あ
る
。
ま
あ
、
病
院
で
は
、
そ
ん

な
こ
と
を
し
て
、
一
人
の
人
力
車
夫

を
助
け
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
そ
の
う
ち
、
昭
和
十
九
年
十
一
月
、

笛
副
院
長
が
新
発
田
（
新
潟
県
）
十

六
連
隊
に
は
い
っ
た
。
こ
れ
で
、
勘

治
さ
ん
の
人
力
車
に
の
る
医
師
が
一

入
も
い
な
く
な
っ
た
。
勘
治
さ
ん
は
、

仕
方
な
し
に
実
弟
の
経
営
し
て
い
る
、

新
館
の
日
東
電
気
会
社
に
は
い
っ
た
。

　
昭
和
二
十
四
年
八
月
の
あ
る
日
、

勘
治
さ
ん
は
、
例
の
シ
ョ
ウ
チ
ュ
ウ

を
す
こ
た
ま
（
う
ん
と
）
飲
ん
で
、

リ
ヤ
カ
ー
を
引
っ
張
っ
て
い
る
う
ち
、

誤
っ
で
、
石
に
つ
ま
づ
い
て
膀
胱
を
強

く
打
っ
た
。
そ
れ
で
膀
胱
が
破
裂
し

た
。
．
仕
事
を
や
め
て
寝
て
い
た
が
、

あ
ま
り
痛
く
て
苦
し
い
の
で
、
、
芭
先

生
を
呼
ん
で
診
て
も
ら
っ
た
。
先
生

は
、
腹
員
し
て
来
た
ば
か
り
だ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
と
う
り
い
ま
す
い

診
察
し
て
か
ら
、
腰
椎
麻
酔
を
か
け

る
と
、
み
る
み
る
間
に
容
体
が
変
っ

て
死
ん
で
し
ま
っ
た
。
怪
我
し
て
か

ら
、
わ
ず
か
三
日
後
の
こ
と
だ
っ
た
。

病
院
で
は
駕
い
て
解
剖
し
た
ら
、
膀

胱
が
割
れ
て
い
る
二
と
が
分
っ
た
。

膀
胱
穿
道
に
よ
る
急
性
腹
膜
炎
だ
っ

た
。

　
こ
の
車
は
、
使
い
主
が
い
な
く
な

っ
て
か
ら
、
廃
棄
処
分
に
し
て
、
し

ば
ら
く
の
間
、
病
院
の
倉
庫
に
入
れ

て
お
い
た
。
そ
し
て
、
昭
和
二
十
年

四
月
、
刈
田
病
院
が
日
本
医
療
団
に

移
る
と
き
、
評
価
額
を
金
五
十
円
と

し
た
。
そ
の
後
、
二
十
三
年
五
月
、

仙
台
の
車
屋
が
来
て
、
金
二
百
円
の

値
を
付
け
た
が
、
余
り
安
い
の
で
売

ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
、

ゴ
ム
製
品
が
、
だ
ん
だ
ん
出
回
る
よ

う
に
な
り
、
草
履
の
底
に
使
う
こ
と

も
で
き
ず
、
一
貫
目
な
ん
ぼ
で
、
ほ

か
の
品
物
と
い
っ
し
ょ
に
古
物
商
に

払
い
下
げ
た
。
い
ま
に
し
て
み
れ
ば

売
ら
な
い
で
、
そ
の
ま
ま
残
し
て
お

い
た
ほ
う
が
よ
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

G
歌し

　、1

なみ

のん

図

書

館

行
動
派
の
読
書
術
　
　
　
鈴
木
那
男

仏
教
の
思
想
上
・
下
梅
原
猛

聞
い
た
こ
と
も
な
い

　
　
シ
ル
フ
ロ
ー
ド
物
語

年
表
で
み
る
日
本
発
掘

岩
崎
弥
太
郎

死
ぬ
と
き
だ
け
の
方
言

母
と
子
の
絆

マ
マ
ハ
ハ
日
記

小
掠
　
佳

発
見
史

斎
藤
　
忠

川
村
　
晃

原
田
　
津

沢
田
美
喜

成
瀬
憲
子

氏
間
こ
の
未
知
に
な
る
も
の

　
　
　
　
　
ア
レ
キ
ス
・
カ
レ
ル

宮
城
の
自
然
を
た
す
ね
で
、

　
　
　
　
　
　
　
宮
城
植
物
の
会

新
・
ア
彫
コ
ー
ル
症
読
本

　
　
　
　
　
　
　
　
中
村
希
明

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
知
恵
橋
本
尚

男
の
た
め
の
お
産
大
学
　
　
シ
ョ
ン

育
て
る
山
草
・
野
草
　
　
中
田
友
三

止
ま
ら
な
い
汽
車
　
　
加
藤
登
紀
子

中
年
か
ら
の
山
歩
き
天
門

　
　
　
　
　
　
　
　
栗
林
］
路

ル
ア
ー
づ
り
、
秘
訳
集
　
　
井
上
博
士

言
葉
の
言
い
方
・
書
き
方

　
　
　
　
　
　
　
　
天
沼
　
密
γ

女
は
み
ず
う
み
、
男
は
舟

　
　
　
　
　
　
　
　
大
島
　
渚

オ
ホ
ー
ッ
7
・
諜
報
船
　
西
木
正
明

セ
ィ
レ
ー
ン
　
　
　
　
栗
本
苺

シ
ャ
ー
ロ
ッ
ク
ホ
ー
ム
ズ

　
　
　
　
ー
7
の
愉
し
み

　
　
　
　
　
J
E
・
ホ
ル
ロ
イ
ド

終
焉
の
姉
妹
上
・
下
干
田
夏
光

空
同
星
雲
　
　
　
　
　
森
村
誠
一

荒
野
あ
ら
の
　
　
　
　
高
僑
た
か
子

　
子
と
も
の
本

フ
、
キ
ー
を
は
い
た
ね
こ
の
ヘ
ン
リ
ー

　
　
ぐ
リ
ー
曾
カ
ル
ホ
ー
ン

お
て
ん
ば
あ
っ
こ
は
一
年
生

　
　
　
　
　
　
　
　
市
川
栄
一

手
と
目
と
声
と
　
　
　
灰
谷
健
次
郎

写
真
を
と
ろ
う
　
　
　
　
柳
　
正
己

少
女
・
レ
ン
カ
　
J
・
フ
ロ
ヘ
ス
カ

12

な
ん
で
も
知
ろ
う

後
藤
昭
信

　
堤
土
入
形
　
　
堤
土
入
形
は
、
仙

台
の
堤
町
で
昔
も
今
も
作
っ
て
い
る

土
製
の
人
形
の
こ
と
で
あ
る
。
昔
か

ら
西
の
伏
見
入
形
、
東
の
堤
土
人
形

と
呼
ば
れ
、
仙
台
の
堤
土
人
形
は
、

日
本
の
代
表
的
な
土
人
形
で
あ
る
。

元
禄
の
初
め
ご
ろ
（
今
か
ら
約
三
百

五
十
年
前
）
、
　
伊
達
の
四
代
藩
主
の

網
村
公
に
招
か
れ
て
、
台
の
原
（
杉

山
台
）
で
陶
業
を
始
め
た
江
戸
今
戸

の
陶
工
、
上
村
万
石
エ
門
が
、
小
俵

村
（
現
在
の
仙
台
市
小
田
原
）
の
玉

て
　
さ
キ
ロ
　
　
　
お
つ

手
崎
に
祀
っ
た
玉
崎
天
神
の
御
神
像

を
作
っ
た
の
が
初
ま
り
で
あ
る
と
伝

・
几
ら
れ
で
、
い
る
、

　
そ
の
後
、
寛
政
、
亨
和
を
へ
て
、

文
化
、
文
政
時
代
に
な
る
と
、
佐
藤

九
平
治
、
斎
藤
新
助
（
山
正
）
、
　
萱

鳳
善
佐
エ
門
な
ど
の
名
工
が
出
て
、

宗
家
の
伏
見
を
し
の
ぐ
全
盛
期
を
迎

え
た
。
土
型
に
は
、

和
藤
内
、
三
番
隻
、

る
ま
、
鯉
か
つ
ぎ
、

引
楷
魁
、
小
野
川
、

も
あ
り
、

い
る
。

　
し
か
し
、

天
神
、
敦
盛
、

汐
汲
み
、
女
だ

滝
の
ぼ
り
、
犬

谷
風
な
ど
三
百

す
こ
ぶ
る
種
類
に
富
ん
で

　
　
　
　
　
そ
の
後
の
天
保
の
餅
鐙

や
廃
藩
な
ど
の
悲
運
に
会
い
、
次
第

に
衰
え
て
、
十
三
軒
の
業
者
が
廃
業

離
散
し
、
現
在
は
、
堤
町
の
芳
賀
家

一
軒
が
、
わ
ず
か
に
命
脈
を
保
っ
て

い
る
に
過
ぎ
な
い
、
情
な
い
状
態
で

あ
る
。

　
張
子
の
お
ほ
こ
　
　
こ
の
紙
製
の

玩
具
は
、
だ
る
ま
（
松
川
だ
る
ま
）
、

火
伏
せ
だ
る
ま
、
黒
面
、
樹
、
綴
、

熊
金
、
俵
牛
、
雀
、
お
ぽ
こ
な
ど
が

あ
る
。
毎
年
、
旧
正
月
十
四
日
宮
の

お
明
神
さ
ん
の
お
祭
り
で
売
っ
て
い

る
「
だ
る
ま
」
は
「
松
川
だ
る
ま
」

で
あ
る
。

　
現
在
、
青
葉
神
社
の
門
前
町
と
い

う
べ
き
通
町
の
本
郷
徳
治
、
同
徳
久

親
子
が
、
こ
の
張
子
を
作
っ
で
、
売
っ

て
い
る
。
し
か
し
、
ど
う
い
う
わ
け

か
、
だ
る
ま
以
外
は
昔
と
く
ら
べ
て

求
め
る
人
た
ち
が
少
な
い
よ
う
で
あ

る
．
、

　
こ
け
し
の
誕
生
に
多
大
の
影
響
を

与
え
た
と
思
わ
れ
る
張
子
の
お
ぼ
こ

は
、
こ
け
し
の
頭
の
部
分
を
張
子
で

作
っ
て
色
を
ぬ
り
、
胴
の
代
り
に
模

様
の
な
い
削
り
ぱ
な
し
の
コ
シ
ア
ブ

ラ
の
木
を
付
け
た
人
形
で
あ
る
。

翼宿
一
〇
昆

矢

蒼属
歌

〈
応
募
規
定
〉

一
入
短
歌
三
首
、
俳
句
三
句
以

内
、
作
品
は
、
は
が
き
に
住
所

氏
名
、
応
募
す
る
壇
名
を
は
っ

き
り
書
き
、
桜
小
路
三
五
市
役

所
総
務
課
広
報
係
へ
。
短
歌
、

俳
句
の
併
記
は
不
可
。

川
股
兵
三

選
挙
戦
終
り
し
街
の
静
も
り
に
晩
秋
の
夜
を
安
ら
ぎ

て
を
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
い
く

畦
に
寄
り
必
至
に
捕
む
一
匹
の
翔
跳
ぶ
い
な
ご
に
ざ

わ
め
く
穂
波
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
村
上
要
二

し
と
ど
降
る
雨
の
夜
更
の
湯
の
宿
に
夫
と
語
ら
い
酒

を
酌
み
を
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
僑
久
美
子

盆
過
ぎ
て
彼
岸
の
な
か
ば
の
わ
が
庭
に
季
節
外
れ
の

つ
つ
じ
返
り
咲
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
田
　
濱

長
雨
に
遅
れ
し
白
菜
間
引
く
背
に
つ
る
べ
落
し
の
陽

は
況
み
ゆ
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
阿
部
み
さ
子

く
ろ
ぐ
ろ
と
時
雨
と
ざ
せ
し
日
本
際
岸
に
寄
せ
来
る

白
き
沈
見
ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
橋
本
信
子

久
々
の
時
間
の
空
の
眩
し
か
り
青
く
澄
み
つ
つ
鱗
雲

見
ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
橋
本
秀
代

凶
作
を
視
察
に
き
た
る
農
相
に
訴
へ
る
農
夫
の
眼
鏡

し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
甲
非
女
邦
男

ど
し
ゃ
ぶ
り
の
夜
半
に
電
話
の
か
か
，
り
来
て
娘
の
安

産
を
知
ら
せ
よ
こ
し
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
川
村
静
恵

稲
刈
機
に
束
ね
込
ま
れ
し
か
ま
き
り
を
放
て
ば
鎌
を

か
ざ
し
あ
ら
が
ふ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
吹
さ
く

虫
達
の
住
み
処
残
し
で
”
草
取
り
す
子
等
の
帰
り
を
待

て
る
夕
暮
れ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
柴
内
矩
子

紅
の
も
み
じ
の
下
に
黒
き
猫
今
日
も
憩
え
り
夕
光
の

な
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
加
藤
か
つ

オ
レ
ン
ジ
の
色
そ
ま
ぬ
か
と
想
う
ほ
ど
木
肇
の
花
の

散
り
ゆ
く
朝
は
　
　
　
　
　
　
　
　
　
赤
柄
と
し

鉢
森
の
山
に
冠
さ
る
黒
き
雲
流
れ
て
里
に
雨
を
誘
え

ぬ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
遠
藤
省
三

幾
干
の
真
紅
の
花
を
散
ら
し
た
る
石
榴
の
木
に
赤
き

実
五
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
橋
和
歌
子

畔
道
に
刈
り
残
し
た
る
彼
岸
花
手
折
れ
ば
し
げ
き
朝

露
の
散
る
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
大
友
正
三

逝
き
し
猫
の
ぬ
く
も
り
し
の
び
庭
に
出
て
日
暮
に
名

を
ば
幾
た
び
か
呼
ぶ
　
　
　
　
　
　
　
青
木
良
子

あ
ざ
や
か
に
紅
葉
か
か
や
く
山
峡
に
児
ら
ど
ん
ぐ
り

を
拾
い
た
わ
む
る
　
　
　
　
　
　
　
　
小
野
嘉
津
子

向
山
に
日
毎
彩
づ
く
ツ
ク
楓
湯
に
輝
き
て
匂
う
が
ご

と
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
橋
千
代
子

薄
墨
の
ご
と
く
立
ち
た
る
蔵
王
嶺
に
秋
立
ち
雲
を
ま

と
ひ
暮
れ
ゆ
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
崎
ど
く

木
の
間
よ
り
漏
れ
来
る
月
の
青
く
し
て
ほ
の
か
に
光

は
居
間
に
射
し
来
ぬ
　
　
　
　
　
　
古
城
慎
太
郎

俳

壇

鈴
木
貞
二
選

に
ら
の
花
高
き
山
々
初
雪
に
　
　
　
　
高
僑
和
歌
子

稲
刈
り
に
孫
も
加
は
り
賑
や
か
に
　
　
高
橋
千
代
子

釣
人
の
辺
り
に
慢
珠
沙
華
赤
し
　
　
　
青
木
　
良
子

峡
深
く
な
り
ゆ
く
程
に
紅
葉
美
し
　
　
三
浦
　
愛
嶺

呉
れ
し
犬
戻
り
き
て
な
く
秋
深
し
　
　
栗
原
　
栄
一

ふ
り
向
き
し
肩
に
光
り
し
赤
と
ん
ぼ
　
鈴
木
　
民
子

一
位
の
実
真
赤
に
秋
の
深
ま
り
ぬ
　
　
小
野
嘉
津
子

夜
な
べ
す
る
こ
け
し
作
り
の
韓
斬
鳴
る
　
佐
藤
善
夫

彼
岸
花
サ
ル
ビ
ア
の
紅
競
い
を
り
　
　
　
山
田
　
濱

秋
の
陽
に
穂
芒
光
る
堤
か
な
　
　
　
　
高
僑
久
美
子

水
霜
に
ぬ
れ
て
動
か
ぬ
と
ん
ぼ
あ
り
　
阿
部
み
さ
子

夕
闇
の
忍
び
く
る
庭
虫
す
だ
く
　
　
　
橋
本
　
秀
代

夕
映
の
紅
葉
の
山
の
近
く
見
ゆ
　
　
　
吉
川
と
よ
み

老
ぬ
れ
ば
早
め
に
始
め
冬
支
度
　
　
　
半
沢
も
り
え

菜
畠
の
隅
に
一
も
と
葉
げ
い
と
う
　
　
川
村
　
静
恵

冷
害
の
栗
の
い
づ
れ
も
小
粒
な
る
　
　
川
村
　
せ
つ

秋
晴
や
騎
馬
戦
あ
り
し
陣
場
山
　
　
　
大
庭
　
良
子

せ
・
ら
ぎ
を
銀
鱗
躍
り
山
女
魚
す
む
　
遠
藤
　
省
三

こ
ん
こ
ん
と
関
所
の
噴
井
あ
ふ
れ
を
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
久
須
見
南
斗

茸
山
二
つ
越
え
ゆ
く
花
す
・
き
　
　
　
安
藤
　
し
げ

！3



募集 募

　　凧作りを通して親と子のコミュ

　ニティを図る親子凧あげ大会をお

　こないます。ふるって参加くださ

　い。

　〉日時　12月14日（日）午前9時

お〉会場　第一小学校・体育館

　〉参加対象　小学生とその親
し

　　50組100名
ら
　〉経費　1組三百円（材料費）

せ〉持参するもの　小刀、あげ糸

版〉申込み12月10日まで、1三百円

　　を添えて中央公民館へ。

お
知
ら
せ
板

並

　絵画の基礎を学ぶと共に絵画の

楽しさ．を知る絵画講座を開きまし

た。ふるって参加ください。

［＞期間　来年3月まで毎週金曜日

　午後2時から4時まで

［＞会場　中央公民館

〉会費　月干円

［＞講師　佐々木敏雄先生

　宮城県民のため作られ、県下で

一番広く利用され信頼されている

昭和56年版「みやぎ手帳」（頒布一

冊三百円〉をあっせんいたします。

ご希望の方は市秘書企画課（岱5

－2111内線327）または各
出張所、分室へお申し込み下さい．

　　覇・

憲

藻　鳶

蝦

襲、

15

　市教育委員会内にユース・ホス

テノし入会申込所がありますのでご

利用ください。

　ユース・ホステルは、会員規則

逢
lr

㌦鞠詳貸

1募集人員

　東保育園　90名

　　（うち3歳未満児9名程度）

　西保育園　120名

　　（うち3歳未満児12名程度1

　南保育園　120名

　　（うち3歳未満児12名程度）

　北保育園　60名

　　（うち3歳未満児6～10名1

　越河保育園　60呂

　　〔うち3歳未満1尼6～ll）名1

　深谷保育園　60名

　　（うち3歳未満児6～IU名）

　小原保育園　6し）名

　　（うち3歳未満児6～1U名1

　白川保育園　60名

　　（うち3歳未満1尼6～lO名1

　2申込期間

　昭和56年1月6日～1月26目
　3申込場所

　白石市仕会福祉事務所1健康セ

　ンター内）

4受託条件

（D家庭外労働

　児童の母親か昼間、家庭の外で

　仕事をすることか普通なので、

　その児童の保育かできない場合

（21家庭内労働

　児童の母親が昼間、家庭で児童

を守れる満4歳以上の入なら、ど

なたでも会員になれます。

　くわしくは、市教育委員会社会

教育課（餐5－2111　内線4
11）へお問合せください。

　昭和56年4月1日から市亘保育　　　仕事をすることが普通なので、

園に入園を希望する幼児を受託し　　　その児童の保育ができない場合。

ます。　　　　　　　　　　　　　　　ただし父親が、その仕事に従事

　　　　　　　　　　　　　、∈、　　　親のいない家庭の場合

価ぬノり鐵〔41灘箕前，、であ使，、

　　　　　　　　　　　病気であつたり、心身に障害が

とはな泊、て、日常の家事以外の

お
知
ら
せ
板

　あつたりするので、その児童の

　保育かできない場合，

（5）病人の看護等

　その児童の家庭に長期にわたる

　病へや心身に障害のあるへがい

　るため、母親がいつもその看護

　にあたっており、そゐ『，巳童ゐ保

　育がて』きない場含，

lm家庭の災害

　火災や風水害、地震なとゐため

　住居を失ったり破損したため、

　そのf蔓旧の間、児童の保育かて

　きない場喬、

　たオごし（1）カ・ら151まて一の土号命一で』、

その家庭の母親以外のへが、そ乃

児，童の保育ができる場含は除かれお

ます　　　　　　　　　　　知

　　　　　　　　　　　　　　　ら

5保育料　　　　　　　　　　せ

　児童福祉法の規定により、その板

　家庭で課税されている市民税・

　所得税及び固定資産税の額によ

　り保育料が決定されます，

6その他

　保育所入所申請書は12月1し旧か

　ら福祉事務所て渡します，

くわしくは白石市社会福祉軒務所

f呆育係　（留5－2　L　l　！内絹U　5

6）へお問い合せください、

　白石市民生児童委員が12月1日

の一斉改選により、次の方々が委

員として厚生大臣から委嘱されま

した。

　民生児童委員は、それぞれの地

域を担当し、社会奉仕の精神をも

って社会的、経済的に恵まれない

人達のために、良き相談相手とな

り、みんながしあわせにして、生

きがいのある生活ができるよう常

に努力されております。どうぞお

気軽にご相談下さい。

白　石　地　区

担　当　区

南　　町

田町（北）

田町（南〉

本

P
、長

町

町

町

亘　理　町

短　ケ　町

新 町

西　益　岡

中　益　岡

東益　岡

1青水小星各

寿　　町

柳町（東部）

柳町1西部）

』乍郷第一

本郷第二

牛く郷第三
1北　　部）

本郷第三
r南　　部1

本郷第四

　　ノ　巣

r　　ノ　巣
（寿　　山1

上郡　山

β君 山

小下　倉

氏 名

山　本文　子

平　間　勝郎

高橋智恵子

庄　子　マツヨ

徳　力　紀　子

森 男

菅野　と　き

鈴木鉄二郎

米　竹せ　つ

岩　渕　かめよ

佐藤せ　つ

川　股　兵　三

遠藤　さ　よ

甲　羽　良　平

佐藤光子

高子律子
喜野士

・

菊　地　ゆき子

芳　賀静夫

大場　　貞

吉　野　芳　子

菊　地やよゑ

坪井　弦

みレ
」田上

角　張　ノブ

大場忠　輔

越河地区
1，　　区

区つ
d

小室新次郎
佐　　藤　　、忠　　f乍

4　　区

5，6区の1部

6区の1部
7　　　区
7区の1部
8　　　区

9　　区

10　　区

八　島　ヤ　イ

高橋　　稔

八　巻

谷津真幸
八　島　員　衛

東　山　正　孝

斎川　地区
1，　2区

3区の1部，4区
の1部，7区の1部

3区の1部
4区の1部

5，　6区

7の1区，7の
2区，　8区

半沢幸　蔵
一
一

孝橋高

高　僑　ミナ子

佐藤　一　ワ

梶　川　　勲

大平　地　区

1，　8区

2　　区

3の1区，

3の2区
4，5，6区

7　　区

佐λ間　政　蔵

鈴　木　良　二

佐タ、間　あい子

小関　すみ江

高橋　　稔

大亡　沢地区
1，12区

区ら
D

つ
］

4，　5区

6，　7区

8，　9区

10，　11区

三沢嘉鶴了・

島　貫勝夫

島　貫光弥

佐藤隆　男

佐藤　右善

信宥町大

白　川　地区
1

9
一

つ
り

4

5

区

区

区

区

区

晃痕
深

輔
彫

出
呈

内　海敦子

平　間　善三郎

相　原　武雄

飯　塚　元　子

6　　区

7　　区

長　山　さだ子

川村礼子
福　岡　地区

滝　　　上

下立
弔

尾べ　ら

上原，下原

先
郎
下
根

　
治
ノ

鎌
弥
山
山

八
大
芹

沖

呂
澗
尺

西区上，下

南

東

北

蔵

不

区

区

区

住

王

忘

川原子，沼

鈴木庄吉
半　沢　綾子

村上　勇　雄

下
井

日
酒

満

寛

と
み
く
議

田
藤
野
下

立
佐
大
日

雄
治

み
　
ゑ

＼に江

義夫

日　下　仁　二

小　山　、みつ子

菅野ふみ子

竹花幸　代

佐　藤政　治

赤　沼　誠

柳　田　初　男

鈴　木

小原　地　区
上　戸　沢

下　戸　沢

赤井
冷　清
大熊，

塩

畑
　
水
東
倉

中北，猿鼻

新　　町

赤坂，湯元
小久保平
明　　　戸

古　山　昭

斉藤寛治
半　沢　あさよ

小室利夫
高　僑要

半　沢かづ子

斎藤　　永日

高　橋　吉之

大　浦　吉　見

14



衛

お し

生

　　ジフテリア、百日咳、破傷風、

　（三種混合）の定期予防接種（第

お1期）を行います。

知　この予防接種は予防接種法に基

らづいて実施いたします。

せ1期日　12月19日（3回目）

板2場所と時間

　　白石市健康センター

　　13時30分～14時

　3料金無料
　4接種するお子さん

　　昭和53年4月1日～昭和53年9

　　月30日までの出生者

　5その他①問診書は必ず記載し

　　母子手帳も持参して下さい。

　　②身体に異常がある場合、接種

　　前にかかりつけの医師の診断を

　　うけるなどの処置をとって下さ

　　い。③当日接種できなかったお

　　子さんは予備日（昭和56年1月

　　16日）に接種して下さい、

　　　　　　　　　　　　瑠

　　　　　　．確き

婁
版　　　　　　　〆

税の窓口

　本年の異常低温による農作物の

被害に対しましては心からお見舞

申しあげます。

　農作物の被害者対策の一つとし

17

ら

て「冷害による被害者に対する市

税（市県民税、国民健康保険税）の

軽減又は免除に関する条例が去る

11月12日の臨時市議会で議決され、

昭和55年10月1日以降の市税（市

県民税第三、四期、国民健康保険

税第三、四、五期）から適用され

ることになりました。

　減免の対免となる方は、市税の

所得割（均等割等は該当しません）

が課されており、次に該当する方

です。

1冷害により農作物の減収による

　損失額の合計額よ1）、農業災害

　補償法によって支払われる農作

　物共済金を差引いた金額が、平

　年における農作物による収入額

　の合計の十分の三以上である方

　で、

（イ）前年中の合計所得金額が4百万

　円以下であること。

（ロ〉合計所得金額のうち、農業所得

　以外の所得金額が160万円をこ

　えないこと。

　以上の事項に該当する方は、昭

和56年1月15日までに減免申請書

を市税務課または保険課に提出し

て下さい。　（期限までに提出がな

い場合は減免されません）。

　減免申請書は、市税務課、保険

課、各出張所、分室の窓口に用意

しております。

　減免についてのお問い合せは、

税務課智5－2111内線141
142、保険課152まで

農地法の謹
農地法の一部が改正され10月1

日施行されました。

1農地の転貸禁止等に特例をつく

　ったことです。

借入れ農地を他に貸すことは一

般的に禁じられているわけです

が、これを世帯員に貸すことを

例外として認め、また国が売り

渡した農地等についても十年間お

は他に貸せないわけですが、世知

帯員に貸すことを例外として認ら

められました。これは農業者年せ

金の関係もあり、後継者への経板

営移譲をスムーズに進めるため

　のものです。

2小作料は今まで続制小作料と標

準小作料の二本建てでしたが統

制小作料は廃止されました。し

　たがって今後は標準小作料めみ

　となり、統制小作料を納め、受

領していた方々は、貸し手、借

　り手、双方の協議によって決め

　てください。しかし、このこと

　によって農地法第20条（農地又

　は採草放牧地の賃貸借の解約等

の制限）・の規定は変更されるも

のでばなく、従前どお1）適用さ

れますのでご注意ください。

3小作料は定額金納が定められて

いますが農業委貝会の承認を受

けた場合には定額の金銭以外の

　ものでもよいことに改正されま

　した。この場合、小f乍料として

金銭に代えて支払われる物が、お

　　　　　　　　　　　　　　　知小作地において通常生産される
　　　　　　　　　　　　　　　ら
物と同種の物であり、かつ地域、

　　　　　　　　　　　　　　　せ
で通常生産されるものなどで、

　　　　　　　　　　　　　　　板
耕作者がその支払いに特別の困

難を伴わず、また耕作者の経営

　を特に制約するものでないこと。

また、役務の提供を内容とする

場合にあっては、その小作地に

見合う地域の通常の農作業の範

囲内の役務の提供であることな

　どがあります。

小作人が小作地を買い取る際に

は個人に7百万円までの特別の

農地取得資金があ1）ますのでご

活用願います。

　くわしくは農業委員会にお問い

合せください（豊5－2111

内線211）

旧満州国開拓

　　　移住者調査

　中国東北地区（旧満州国）開拓

移住者の死没者並びに遺族の方を

調査しています。該当する方はご

連絡ください。

1渡満年次

お2開拓団名

し3出身地（当時の本籍〉

　4死亡者氏名及び生年月日
ら

　5死亡年月日（推定でもよい）
せ6遺族住所、氏名、続柄

版なお、移住地において軍人、軍

　属として召集又は、微集された方

　は除きます。

　〉連絡先

　　白石市社会福祉事務所　社会係

　　智5－2111内線156へお
　　問い合わせください。

郵便　局
　年賀状の引受けは、12月15日か

　　　　　　　　　　　　　　《

　市役所の年末年始の一般事務は

12月29日から翌年1月3日まで休

みとなります。ただし一部の事務

は次の日程によ1）事務の取扱いを

いたしますが、できるだけ27日の

，午前中に用事を済まされるよう、

二協力ください。

出生届、死亡届は年末年始でも

受付いたします。

税金、手数料の収納事務

29日、
　　18：30～17：01）平常
30日，

31日　8630～12：00半日

29日から31日まで平常

年末年始の休み期間中、日直を

ら開始します。年賀状は遅くとも

12月20日（1：〉までに「市内あて」、

「県内あて」、「東京あて」、「その

他あて」と方面別に分け、束ねて

お出し下さい。

　今年も狩猟のシーズンとなりま

した一毎年この時期には、猟銃の

誤射、暴発等による八、身事故や、

猟銃、弾の盗難、紛失等の事故か

各地で発生しております，その原

因のほとんどは俺を取扱う氏の不

注意によるものです，

　これから狩猟等で猟銃や空気銃

を使用する氏は、次のことを守り

安全で楽しい狩猟や射撃を行うよ

うにしましょう。

○銃を手にしたときは、まずタマ

　の有無を確めましょう。

○銃の持ち運びは、タマを込めず

　銃はケースに入れるか銃袋をか

　ぶせるなど周囲の人に危険感を

配置して、午前8時30分から午

後5時まで水道業務にあたりま

す。水道の故障は、早めにご連

系各ください。

12月27日から翌年1月5日まで

休館いたします。

工2月28日から翌年1月5日まで

休みます。

ゴミ

28日　月曜日コース

29日　火II輩日コース

30日　水曜日コース、乍後不燃

　　　物収集

翌年1月5日から平常収集

し尿

受付は年内分いっばいになり次

　抱かせないようにしましょう。

o猟場で、タマを発射するときは

　付近の地形地物、入や車の存在

　によく注意しましょう。

○猟場への往復の途中での銃やタ

　マの盗難、亡失に注意しましょお

　う。（マイカーの中に置いたままし

　駐車した1）、トランクの中に入
　　　　　　　　　　　　　　　ら
　れたまま車から離れることは最
　　　　　　　　　　　　　　　せ　も危険です〉

Q狩猟や射撃を終えた時は、忘れ版

　ずにその場でタマを抜くよう習

｛貫つ“けましょう。

　　　　　　　　　厳銃
　　　　　　　　　重の
　　　だテニす　　に取
　　　’某共5　　扱
　　　　ウパff　　　　い
　　　　　の　ろ　　　　　　　　　　は

1，瀦難蕪午後，木診1

　　　　　　　　　　　　　　　彗

i鞭1㌔魂
　　　　　　　　　　　　　　　塞「
　　30日（火）午前診療　午後休診1

　　3旧困休診　　　　轟
　　　　　　　　　　　　　　　妻
1月1日（村休診日

　　2日（金）　f木診

　　3日仕以午前診療

　　4日（目〕　休診日

　　5日（月）　1日診療

　　6日（火）午前診療　午後休診タ

　　　　　　　　　　　　　　　薯

　　　　　　　　　　　　　　　毒
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像日急癌当番医
月　日

12／7

14

21

28

内　　科

引地医院
（5）2036

柿崎医院
（5）2210

亘理医院
（5）8501

大沼医院
（5）2502

外　科

朝倉病院
（5）2101

刈田病院
（5）2145

院
0

医
－

谷
2

銭
個

刈田病院
（5）2145

舜

簿「　　壷

　　　　　としたか
　　大野利貴ちやん
須　　　　　　（荒屋敷70）

　　ママからひとこと

　　　‘6健康で人から愛される

　　　　子に育って欲しい，，

　　　　み　ち

村上美智ちゃん
（大鷹沢三沢字出羽津堂256－1）

ママからひとこと

“元気で丈夫な子どもに・

　　育って欲しい”

わ
が
家
の
ア
イ
ド
ル

定 例 相 談

相談区分

へ桁相談

行政相談

税務相談

祉会保険相、。火

宝活相

肖少年相』，配

消費生活相談

者
談

　
目
　
季

眠

函

　
業

高
職

補聴器巡回

サービ　ス

日火
塵右

15

15

15

15

6・26
15

　　　15

毎週月・火・木・金

15

毎週小い木・金

619
臼

トリオ　　　9
1）オン　・1125

一ホン　　 19

時 閤

10：00～15：00

10：〔）0～15：00

10：00～16：01）

9：30～15：00

10：｛）0～12：00

10：〔）O～15：｛）0

9：0（レ～17：（）〔二1

10：00～15：｛）0

9：00～16：00

10：0り～14：0（1

11：00～12：00

13：00～14：00

10：00～11：00

日
勿

｝ 所

白　石　市

2　階　相

役　所

　室

全 上

白　石　市　役所

1　F皆i行蛋史下目言炎室

白　石市

3　階　相

役　所

談　室

白　石　市

2　階　相

役　所

雪’k　玄
ロ火　　 土二

所
階
一

　
々
〆

役
ン

　
セ

　
相

石
年

　
少

白
4
青

白　石市　役所
1　　　　　　階
消費生活相談室

白　石市役所

白　　石　　市　　そ斐　　戸斤

内 容

結婚、離婚、遺産福続、借地

借家、雇傭、差別侍遇　強制
圧迫、私的制裁、その池

役所、公社、公団、公庫など
の仕事について不満なことや
希望すること

税金に関すること

健康保険、船貝保険、厚生年

金など

日常生活上の困りごと

勉強のしかたや悩み等学習に
関すること、非行又はその恐れ
のある青少年の問題や悩み等

買物苦情や消費生活一般

6（犠以上の方の職業斡旋

補聴器の修理、調藍．など

※人権、行政、生活、消費生活の各相談を12月5日、大鷹沢公民館でも10時から15時まで行ないます。

ノ8


